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The Concept of “National Songs” in Post-War Japan 
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5 国立国会図書館デジタルコレクション http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3570291を参照。 
6 緑の山河／うたごえサークルおけら http://bunbun.boo.jp/okera/mawa/midori_sanga.htm 
7 小熊英二『〈民主〉と〈愛国〉——戦後日本のナショナリズムと公共性』（新曜社、2002） 
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日本は いつでも 若いのだ 
国が さくらの 花ならば 




咲こうよ 咲こう 咲きとおせ 
日本よ 日本よ われらの日本 
 
2 
日本は いつでも 進むのだ 
国が 火を吐く 島ならば 




燃えろよ 燃えろ 燃えとおせ 
日本よ 日本よ われらの日本 
 
3 
日本は 大きく 伸びる樹だ 





伸びろよ 伸びろ 伸びとおせ 










                                         
18 「「国民の歌」入選作 歌詞3編がきまる」（読売新聞 1963.2.8） 
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